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、 ン ンポジウム 

VB 育成の思想、 と創造性 

山本通 隆 ( サンフラン、 ンスコ 市 DMY ァソ、 ンエーッ ) 

功， @  ヒ % 

目木の科学技術研究は 世界的にも高い 水準にあ ると見られるが、 残俳ながら研究対象のほとん 

どが欧米の軌跡を 辿る後追い研究で、 日本としての 独創的研究は 希であ る。 これは日本の 研究者 

に剣 迫力の欠如が 指摘されるところであ るが、 人間にはもともと 創造可能力が 備わっていると 考   
えられ、 ( ユングの集団的無意識論 archetype 、 唯識の種子論など ) 創造可能力が 実際に創造 カ 

として発揮できるかどうかは 木人の創造的 努フ J 次第であ る。 

剣 迫の閃きは深層心理の 領域における 問題として意識上でとらえることはできないが、 創造的 

努力の大部分は 意識上で行われる。 したがって 、 何が創造的思考に 役立つかを考えるとき、 米国 

には教育システムの 中にも創造的忠 孝 に役立つ配慮が 見られる。 例えば小学校では 児亜に特 前 の 

才能を伸ばすための 英才学級 (gifted c 几 ss) が用意されているのもその - つ であ り、 大学にお 

ける科目選択に 主専攻・ 副 専攻があ るのも社会にでてからの 学際的用、 考に大きく役立っ。 

また米国では 多民族社会として 否応なしに複合型思考の 必要性に迫られる。 その他にも自由環 

境から 故 し出される多和 族 社会 ? 、 ヒッピ一族、 同性愛 族 、 賭博族など、 それぞれの特性ががり 

べん 族 、 パソコン壮族などと 緒付き易く、 これが，常識を 越えたアイディアを 引出し、 創造にもつ 

ながってくる 0 シリコン・バレ 一におけるソフトウエアの 創作もサンフランシスコのヒッピ 一族 

発祥地からでてきたり、 ギャンプルのメッカ 、 タホや北ネバダで 創作されるものも 多い。 

一方、 日本における 問題は、 日本にとって 科学技術は勿論、 近代社会そのものものも 本来の姿 

をあ まり知らずに、 途中からの姿を 欧米から取入れ 発展させてきたものが 多い。 本町からでてき 

たものは、 あ らゆる角度に 創造的な発展が 可能となるが、 木竹を知らず 途 Lt] からの取入れは 発展 

性 に限りがあ り、 ときにその木何を 歪めてしまうことさえあ る。 これはとくに 文化を伴う対象の 

取入れにこのような 傾向があ り、 上述のソフトウエアもその 類いといえよう。 

口木 の ソフトウェア 分野が米国に 劣るのもその 辺りにⅢ旺 があ るとⅢわれる。 ソフトウェアと 

いう分野は比較的新しいにしても、 それではシステムとかサービスという 分野はいかがであ ろう 

か 。 日本で真の意味のシステムとかサービスの 意味を理僻している 人は少ないと 思う。 それもそ 

のはずこれらもソフトウェアなのだ。 航空会社による 航空機の巡行はシステムであ り、 顧客への 

対応はサービスであ る。 口木の航空会社の シ ステム と サービスは如何 ? 。 

ここで、 米国最大のべンチャー・キャピタ ル 投資拠点ぃシリコン・バレ 一の特性や近況をご 報 

告し 、 創造性の面から 何が日本と 迎 っているかを 掴んでいただければ 幸であ る。 その上で深層 心 

理の中における 創造の問題について、 筆者が若干経験し 研究を重ねてきた。 神 と創造性，概俳を 

剣造の閃きに 至る十過程を 示した「千花 意 ] と、 禅の悟りに至る 十過程を表した「十牛図」をご 

紹介するとともに、 これを深層心理と 唯識の面から 考察してみる。 

以下、 調演の骨子となる 0 Ⅱ P の原図を添付する。 
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， ンリコン・バレーは 地域文化の産物 

■全米ベンチャー・キャピタルのⅣ 4 以上がシリコン・バレ 一に投資される 世 

界 的にも有名な 高度技術拠点 は 、 サンタクララ・バレーとして、 昔は世界の干 

しす ももの半分を 供給する見渡す 限りの果樹園であ った。 それが 1960 年代の後 

半までにこの 地域の経済基盤は 農業から工業へと 転身してきたのが 現在の シリ 

コン・バレ一であ る。 

Ⅰシリコン・バレーへの 歴史的な出発点を 印したのは ]89] 年のスタンフォード 

大学設立であ る。 パロ アルトに近い 丘陵から広がる 果樹園の一角で 同大学の門 

出を祝う式典が 執り行なわれた。 初代総長デビッド・スター・ジョーダンは 創 

造的 ・活動的な大学作りを 誓い、 次世代の新カリフォルニアを 繁栄に導かぬ ぱ   

ならないと決意を 新にした。 

Ⅰ 1901 年 、 卒業生による 連邦テレバラフ 社 (FTl) 設立には、 総長や教授たちが 

投資して事業化を 援助した。 ]912 年、 リー・ ド ・フォーレスト㏄Ⅱ出身 ) が世 

界初の真空管増幅回路を 発明、 この地域 は " エレクトロニクス 誕生の地 " とし 

て 数々の発明・ 革新製品が生田れた。 これにはフレデリック E. ターマン教授 

が 大きく貢献してきた。 

Ⅰターマンは 1924 年、 世界初の通信研究所を 設立、 ]930 年代には最先端の 工学 

教科を設けて 多くの優秀な 卒業生を社会に 送出した。 一方卒業生の 地元引止め 

策 に地元企業設立の 育成援助を行い、 それが実って 1938 年、 ヒューレット・ パ 

・ ソ カード社が誕生した。 そして 1955 年のショックレー・トランジスタ 研究所の 

設立がシリコン・バレ 一の開花につながった。 

Ⅰスタンフォード 大学は工業団地を 設けて産学協同の 推進、 企業への投資育成、 

特許やライセンスによる 企業からの収入、 株式も保有している。 教授たちは 大 

学を離れて ( 無給休暇扱い ) 事業家となり、 再び大学に戻ることも 許されてい 

る。 このような長年の 歴史が。 スタンフォード 文ィビ を生み、 シリコン・バレ 

一の背景ともなっている。 

Ⅰまた、 サンホ ゼ 州立大学、 U.C. バークレ一でも 地元企業へのコンサルティン 

グ活動を奨励 し 、 地元企業の発展に 寄与している。 
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米国全体分野別 
分野 比率 (%)  比率累計 ( 胚 )  投資金額 ( 百万ドル ) 

ソフトウエアⅠ情報 2 Ⅰ． 0 21. 0 582. 9 
電気通信 16. 3 37. 3 451. 9 
工業 10. 8 48. 1 300. 3 
バイオテクノロジー 9. 2 57. 3 255. 2 
コンシュー マ 8. 5 65. 8 235. 5 
流通Ⅰ小売 7. 5 73. 3 209. 8 
ハードウエア、 端末 6. 6 79. 9 182. 6 
健康管理 6. 0 85. 9 165. 6 
ビジネ 、 ス ・サービス 5. 7 91. 6 158. 8 
医用機器Ⅰ装置 3. 9 95. 5 Ⅰ 07. 2 
製薬 l. 4 96. 9 40. 5 
電子 / 機器 l. 3 98. 2 36. 8 
環境 1. 1 99. 3 29. 7 
半導体 0. 5 99. 8 Ⅰ 3. 0 

その他 0. 2 100. 0 6. 8 

ム計 [ 二口 100. 0 100. 0 2, 776 6 

出所 : M 巨 RCURY  N 三 WS  (The  Price  Waterhouse  LLP  Nat@onal 

Venture Cap@tal Survey の集計 ) 
注 : ソフトウェアノ 情報、 電気通信、 バイオテクノロジ 一で約半分を 占める。 

ン シ リ ・バレ一分野別 

分野 比率           と ヒ率 累計 (%)  投資金額 ( 百万 ド ノ ン ) 

電気通信 32. 7 32. 7 248. 5 
ソフトウエア 19. 4 52. 1 147. 8 
医用Ⅰバイオテクノロジー 20 ． 4 72. 5 155. 6 
半導体 9. 5 82. 0 72. 4 

端末 6. 9 88. 9 52. 5 
コンピュータ 3. 7 92. 6 28. 1 
その他 7. 4 100.  0 56. 0 

ム計 口 。 100. 0 100.  0 760. 9 

出所 : M 三 RCURY  NEWS 

注 : 米国全体から 見たシリコン・バレー 配分比率 27.4% 
電気通信、 ソフトウェア、 医用 / パ                           で 70% 以上を占める 
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， ンリコン・バレーへの 鍵 

■ VENTURE/SEP. 口 983  に " 米国の 50 ハイ・テック・ハイウエー "  と銘打って 50 

の 高度技術拠点が 紹介された。 ( 成熟 3 拠点、 8. 開発 32 拠点、 C, 出現 15 拠点 ) 

その 鍵 として、 先進高度技術拠点の 例から a. 官公庁 b. 大学・主要企業 

c. 専門分野 d. コメント をあ げている。 

■ H 円 H  TECNOLOGY/ 」 AN,, ]987 に " 小 シリコン・バレー "  と題して 32 の高度技術 

拠点が紹介された。 その 鐘 として a. 主要大学 b. リサーチ・パーク 

c. 主要技術領域 d. 主要プロバラムの 倒 さ 開発中 をあ げている。 

Ⅰ San  」 ose  Merqury  News  Aug.25, 1991  には第二のシリコン・バレーを 目指す 

12 の高度技術拠点かが 紹介された。 その 鍵 として ]. 世界紙大学 2. 生活の質 

3. 冒険的事業精神文化 4. 大企業本社 5. 社会共通資本 6. ベンチャー・キャ リ ピ タ ト 7, 創造的人間 8. 成功例 9. シリコン・バレーとの 連携 10 ． 電 千 科学センター l Ⅰ 政府の支援 ]2. 居住 費 をあ げ評価された。 

Ⅰその結果として 

水 シリコン・バレーは 1l と n2 の要件を除いてすべて 満足している。 要件Ⅱ 、 

n2 の不満足はマイナス 要因とはなるが、 Ⅱの政府の支援は 結果的にあ まり 影 

警 めないこと、 12 の居住費は高給技術者の 居住地域ということでもあ る。 

水 その他の拠点は 最大 8 つの不満足要件があ り、 中に ] つの不満足要件とし 

て数 だけからいえばシリコンバレーをしのぐことになるが、 冒険的事業推進 

に重要不可欠な 要件 6 のべンチャー・キャピタリストが 欠けている。 

水 要件 2 の生活の質はすべての 拠点が満足している。 このことは高度技術に 

携わる技術者にとって 生活の質 は 基本要件といえる。 

水 ほとんどの拠点が 要件 9 のシリコン・バレーとの 連携を持つ。 このことは 

高度技術に携わる 企業にとってシリコン・バレーとの 連携は不可欠といえる。 

Ⅰ結論として、 第二のシリコン・バレー 構築には、 要件の満足度も 重要ではあ 

るが、 中でもべンチャー・キャピタリストの 不在は致命的であ る。 シリコン・ 

バレ一には スタ シフォード大学を 背景とする長年に 亘る 地域文化が形成されて 

おり、 高度技術拠点の 鍵はここにあ るのかも知れない。 
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概 説 

THE@ TEN@ PHASE@ OF@ CREATIVITY@ IN@ GENERAL 

Ⅰ『 十在意 」は 1969 年、 禅 と 創造性研究の 中から生まれたもので、 創造活動の 

発展過程を十段階に 分け、 各段階における 特性と心理的様相を 示している。 こ 

れを研究者自身がこれまでに 経験した様相と 対比して自身の 真の在意を自覚し 、 

その上でより 高次元の創造段階へと 指向する。 「 十在意 Ⅰの「 意 」は「 昔 」の 

下に「 心 」とあ るように、 「 心 」に浮かんだことかがらを 言葉に表現することで、 

創造に向かう 十の心の在所を 示すもの。 また『 十在意 」は高次元に 向かう段階的 
さ，ぅ，， ; 、 、 

な 「四界」に分類され、 それぞれに次元の 異なる境界として 存在している。 

Ⅰ智育の界 (The  World  of  Study) 常識の世界 学習で智能をつけて 

問題解決は専ら 外に向けて求める 

第一荘章 末 智 (Unlearned) 未 教育 教育を受けていない 状態 

第二 在意 幼智 (Learning  Begun) 教育始め 教育を始めた 状態 

第三匹 意 理智 (@ntellect) 道理を見分ける 一般常識を持つ 

Ⅰ 想 、 到の界 (The  World  0f  ldea) 着想、 の世界 問題解決は外と 内に 

向かって求め 何かの縁で想い 付く 

第四 在意 開 創 (ldea  by  Ⅱ stening)  教えを聞き想いつく 読書も同じ 

第五 在意 縁創 (@dea  by  Chance) 何かの縁で想いつく 環境的刺激 

第六 在意 要劇 (ldea  by  Necesity) 必要に応じ想いつく 必要が刺激 

Ⅰ創造の界 (The  World  of  lnspiration)  啓示の世界 内に向かう努力と 心 

力の集中で何かの 縁によって閃く 

第七 在意 行創 ・ (@nspiration by Doing) 為すことで閃く 行為 即 閃き 

第八柱 意 真剣 ぴ enuine lnspiration)  為すこと 即 真実 行為 即 真実 

第九 在意 源創 (Origin of lnspiration) 創造の原点に 還る 創造の頂点、 

Ⅰ創 党 の 界 (The  World  of  Enlightenment)  悟りの世界 創造の本質を 会得し 

人間社会に調和した 創造を行う 

第十 在意 創党 (Harmonious  Creation)  調和した創造 すべてに調和 
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牛
 

図 説 

THE TEN OXHERD！NG PICTURES 

■ r 十牛図」は北宗の 末頃 ( 十二世紀 ) 廊廟 師遠 禅師によって 作られた。 これ 

は 人間が本来もっている 仏性を、 身近かな存在であ った牛に例え 仏性を求める 

修行過程を牧童が 牛を飼い馴らすのになぞらえて、 それを段階的に 十枚の絵 と 

序 ( 注釈 ) 、 頗 ( 詩 ) で表現したもの。 十枚の絵と頒は 廓 庵 自身の作で、 序は 

廓庵の弟子といわれる 慈遠 の 作 といわれる。 
じん ざ 0j 

Ⅰ序の一 号 牛 (Search@ng f0r the 0x) 牛を尋ねる 真の自己や仏性を 

聞知りそれを 求める 願 心を抱く 
けん せ さ 

Ⅰ序の二 見 跡 (Seelng the Traces)  足跡を見る 探している内に 深 

山に入って牛の 足跡を見る 
けん さ ， 05 

■序の三 品 牛 (Seeing  the  0X) 半影を見る 全生よりも 角や尻 

尾をちらりと 見ることが多い 

■序の四得 さ ， 0@ 牛 (Catchlng  theox) 牛を得る 牛を捕らえて 手綱を 

つけ鞭を加えて 逃げるのを防ぐ の牛 (Herding》he｛x) 牛を馴らす 対象になりきって 

牛を飼い馴らし ね がものにする   
Ⅰ序の六 弱 牛婦 家 (ReturrUlng to the 牛 に弱って家に 帰る 山で悟り 

Origin ， Bach@ to@ the@ Source) を 開き下山する 人生一体の構図 
lJ7 糠 っそ んじん 

Ⅰ序の セ 忘年 存人 (The  0x  Forgotten, 牛を忘れ人が 存す 仏性を悟り 

Leaving@ the@ Man@ Alone) 牛は本来の自分で 牛は忘れる 
じん ざ 0 ぅぐばぅ 

Ⅰ序の八 火牛 倶忘 (The  Ox  and  the  Man  火牛ともに忘れる すべてを忘 

Both  Gone  out  of  Sight) れた修行の頂点絶対 無 の一円相 
め 。 ばんかんげん 

Ⅰ序の九 返オこ ; 衰 Ⅰ 原 (Com@ng  Home  on  the  本に返って源に 還る 一円相の 

Ox ， s@ Back) 境地を抜けて 現実に帰った 境地 
  こうてん可いし。 

Ⅰ序の十         (Enterning  the  City  町に入って手を 垂れる 大衆の 

w@th  Bliss-bestowing) 中で衆生済度し 修行を ま と う 
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